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　６月２６日、仙北市と仙北市商工会の共催で高校３年生を対象と
した仙北市事業所視察会が開催され、８校から４６人の参加があり
ました。
　当日は、視察会に先立ち、角館交流センターで開会行事が行わ
れ、財団法人秋田経済研究所研究員相沢陽子氏から「仕事の大
切さについて」という演題で講演がありました。
　今年は、市内の建設業、繊維製品製造業など11社が視察会に
協力、生徒達は３班に分かれ４カ所ずつ訪問しました。初めに事業
所の概要について説明を受けた後、事業所内の案内をしてもらいながら、仕事の内容について説明を受け、熱心に
見学をして回っていました。
　視察会を終えた高校生達は「魅力的な企業があった」「今後の就職活動の参考になった」などと思いを語ってくれ
ました。
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　田沢湖地区（新市営
住宅、柳沢、大杉沢団
地、仙岩団地、栄町の
一部）担当の民生委員
・児童委員が青柳　玲
さんに変わり、７月１７日
委嘱状の伝達が行わ
れました。今後同地区
を担当しますのでよろし
くお願い致します。

　　　　　　　　　　　　（電話　４３－０１４９） 

講演会の様子

パネルディスカッションの様子

　自殺予防対策事業（県モデル事業）の一環として、７月１日、
角館樺細工伝承館において、仙北市主催による「自殺予防シン
ポジウム」が開催され、約１８０名の市民が参加しました。
　佐々木久長秋田大学医学部准教授による基調講演を行い
「自ら命を絶つ人には、いろんな要因があるが、（予防のために）
地域で出来ることは、本当に困った時にそれぞれが支えあう地
域でなければいけない。また、その人のために、何でもやってあ
げることではなく、一緒に考えてあげることが大事だ」と意見を述
べられました。
　また、第２部では、佐々木久長氏を進行役として、袴田俊英氏
（藤里町、こころと命を考える会代表）、畠中岳氏（大仙市、秋田

県薬剤師会理事）、津島順二氏（仙北市、大根劇団代表）により「地域に広げる自殺予防」と題してパネルディスカッシ
ョンが行われました。

　７月１５日に角館町雲然の石郷岡好子さんが９９歳
の白寿を迎えられ、仙北市からお祝いと花束が贈呈
されました。


